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《エクシードのこだわり》1977年スタート時のコンセプト

　　『 薄さは美しさ。』

　●High Quality（ハイ・クオリティ）････････････最高級品質の維持
　●High Sense（ハイ・センス）･･･････････････････洗練と拡張の薄型
　●Contemporary（コンテンポラリー）･････････････革新技術の開発と採用
　●Basic（ベーシック）･･･････････････････････････基本に忠実な作りの良さ
　●Reasonable Price（リーズナブル・プライス）･･･品質にふさわしい適正価格

■１９７７年６月「一歩進んだ水晶ウオッチ」のコピーでデビュー。当時最先端の超硬質合金を使用したケースは、キズ

が付きにくく、いつまでも輝きを失わないと評判になる。

《エクシードの歴史は技術と美を追求した歴史》

　エクシードは、スイスの日付・曜日付自動巻きの実用時計とは対極にある価値観で企画されました。それは、厚く、重く

　、一日に何秒も狂ってしまう精度ではなく、月差の精度とスリムで洗練されたデザインで新しい価値観を提供するために
　創られた時計です。ムーブメントをより薄く、小さく、時刻精度を月差～年差へ、そして10万年に1秒の誤差の原子時計
　を受信した精度へ、エコ・ドライブと先進技術を取り入れ、洗練されたエレガントなデザインを磨き上げてきました。エ
　クシードのＤＮＡは技術と美の追求の歴史なのです。

《30周年新しいステージへ》

　今回、30周年を迎えたエクシードは使って初めて実感できることにこだわりました。しなやかなベルトのフィット感、時

　間を刻む文字板の美しさ、エクシードを着けている人のさりげないセンスが伝わるフォルム、着けていただければわかる
　新しい価値を提供いたします。

■１mmをきった世界一薄い０.９８mmのムーブメントを搭載したエクシード・ゴールドを発売。電池の厚みを含めて２.２５

mmという超薄型を実現。１００円玉の中からムーブメントが現われるＣＭは当時衝撃的な話題となる。

■「世界一薄く」に次いで「世界一小さく」に挑んだ超小型ムーブメントを搭載。エクシード・ゴールドの高級アクセ

サリーモデルとして登場。

■月差+-１０秒から月差+-５秒へと進化。この年より文字板に「ＥＸＣＥＥＤ」と刻印。

■エクシード・ゴールドで年差3秒以内のクオーツを発売。月差から年差へと「より精度の高い時計へ」と進化は進む。

■現在のエクシードのデザインの原点ともいえるモデル。ブレスレットのコマをなめらかな曲面仕上げにし、腕へのフ

ィット感とケースとの一体感を強調。ヨーロピアンテイストのエレガンスなデザインと着けごこちの良さで大ヒット。

■世界一薄いエコ・ドライブムーブメント（厚さ2.80mm）を搭載。ワンピースタイプ（一体構造）のケースを採用。

■２０周年記念「エコ・ドライブ」インターナショナルモデル発売。エコ・ドライブとしては世界初、年差+-１０秒とい

うクオリティを実現。

■エコ・ドライブ世界最小のムーブメントを採用した「エクシード・レディス エコ・ドライブ」発売。気品のある高級

ブレスウオッチとして、レディスエコの牽引役を果たす。

■世界初となるフルメタルケースの電波時計が登場。精度へのこだわりが国産時計の新たなるカテゴリーを創出。

■６月に誕生３０年を迎え、現在のシチズンが誇る最高の技術とこだわりの美意識をカタチにした、流麗な煌く時を刻

み続けるエクシードの集大成ともいえるエコ・ドライブ電波時計の最高峰ウオッチを発売。

■パーフェックス機能をプラスし、さらなる最薄を達成。他社の追随を許さないデザイン性と高機能を実現。グッドデ

ザイン賞を受賞。

■世界最小となるフルメタルケースの電波時計開発により、レディス電波時計が登場。このムーブメントサイズは、今

でも世界最小。

■世界最薄となるフルメタルケースの電波時計が登場。エクシードの一つのテーマでもある薄型への挑戦をさらに進化

させた。
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